予算要求資料
平成２７年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費
	事業名　新県内世界遺産活用型誘客推進事業費


　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　商工労働部　観光課　観光企画係　電話番号：058-272-1111（内 3057）

　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail： c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　4,000 千円（前年度予算額：0円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	4,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
      平成２７年に世界文化遺産登録２０周年を迎える「白川郷合掌造り集落」、平成２６年１１月にユネスコ無形文化遺産に登録された「本美濃紙」、平成２７年の世界農業遺産認定を目指す「清流長良川の鮎」、そしてユネスコ無形文化遺産に登録申請中の「高山祭の屋台行事」「古川祭の起し太鼓・屋台行事」と、岐阜県には伝統に裏打ちされた多様な世界遺産が存在する。これらを個別にＰＲするのではなく、飛山濃水の地に育まれた文化・観光資源としてトータルでＰＲすることにより、岐阜県のブランドイメージ向上と観光誘客に結びつけていく必要がある。
（２）事業内容

　　○世界遺産シンポジウムの開催（4,000千円）

　　　　県内の多様な世界遺産について、県民の関心と理解を深めるとともに、世界遺産の観光・地域振興への活用と、対外的な情報発信の強化につなげるため、「世界遺産を活用した地域づくり」をテーマとしたシンポジウムを開催する。
（３）県負担・補助率の考え方

　　　　県内の多様な世界遺産の魅力をトータルに発信することにより、効果的なＰＲを行おうとするものであり、県において負担することが妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	4,000
	・世界遺産シンポジウム開催に係る委託料



	合計
	4,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　岐阜県長期構想
　岐阜県長期構想
　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　（人を呼び込み、地域の消費を拡大するために）
岐阜県観光振興プラン
（２）後年度の財政負担
　　　白川郷合掌造り集落の世界文化遺産登録２０周年や「本美濃紙」のユネスコ無形文化遺産登録を機に、県内世界遺産のＰＲを行おうとするものであり、単年度の事業とする。
（３）事業主体及びその妥当性
　　　県内の世界遺産の魅力をトータルに発信することにより、効果的なＰＲを行い、県全体への誘客を図ろうとする事業であり、県が事業主体となることが妥当である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・岐阜県には、世界文化遺産である「白川郷合掌造り集落」、ユネスコ無形文化遺産である「本美濃紙」、そして世界農業遺産認定を目指す「清流長良川の鮎」とユネスコ無形文化遺産登録を目指す「高山祭の屋台行事」「古川祭の起し太鼓・屋台行事」と、多様な世界遺産が所在する。
・これらをトータルでＰＲすることにより、県の伝統文化、伝統工芸等の魅力に触れてもらい、県内への誘客を推進する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観光消費額


	－億円
（H  ）
	2,372億円
（H23）
	2,460億円
（H24）
	2,659億円
（H25）
	3,000億円
（H29）
	88.6％


	観光入込客数


	－万人

（H  ）
	3,589万人

（H23）
	3,619万人

（H24）
	3,844万人

（H25）
	4,500万人

（H29）
	85.4％

	宿泊客数

（延べ人数）
	－万人

（H  ）
	  558万人

（H23）
	  583万人

（H24）
	  604万人

（H25）
	 660万人

（H29）
	91.5％



  ※平成23年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能
○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	県内の世界遺産を個別にＰＲするのではなく、トータルでＰＲすることによる相乗効果によって、県内全域への誘客を推進していく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

　　「世界遺産」であることが、県内へ足を運んでもらう動機付けになるよう、世界遺産としての魅力を観光誘客に結びつける仕掛けが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　　白川郷合掌造り集落の世界文化遺産登録２０周年や、本美濃紙のユネスコ無形文化遺産登録を機として、平成２７年度に行うものであるが、県内の世界遺産を連携してのＰＲについては引き続き注力していく必要がある。


